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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、双極性障害患者の運転技能の実態を検証し、運転技能に影響する要
因を明らかにすることで、臨床現場でも評価可能な、運転適性を判断する臨床指標を抽出することである。病状
が安定した双極性障害患者58名と対照群となる健常者80名を対象に、運転シミュレータ課題、認知機能課題、症
状評価尺度、処方薬および運転行動を調査した。患者群の運転技能は一概に低下している訳ではなく、注意機能
や気分エピソード回数、罹病期間が運転適性判断において注目すべき臨床的特徴であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to examine the actual driving performance of 
patients with bipolar disorder and to identify factors that influence driving performance in order 
to extract clinical indicators that can be evaluated in a clinical setting to determine driving 
fitness. Driving simulator tasks, cognitive function tasks, symptom rating scales, prescribed 
medications, and driving behavior were investigated in 58 patients with stable bipolar disorder and 
80 healthy controls. The results suggest that the patients' driving performance was not uniformly 
impaired, but that their attention function, number of mood episodes, and duration of illness were 
the clinical characteristics of interest in judging their fitness to drive.

研究分野： 精神医学

キーワード： 双極性障害　運転技能　認知機能　向精神薬　運転適性判断
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、双極性障害患者の運転適性を判断するための有用な臨床指標が抽出し，双極性障害の運転技能に関す
る証左が圧倒的に不足する中で、世界的にも医療者の運転適性判断を補助する有用な情報を提供した。また，向
精神薬よりも双極性障害患者の病状の方が運転能力に与える影響は大きい可能性が示唆され，服薬中の運転を一
律に禁止する日本の双極性障害治療薬の添付文書は議論の余地があると考えられ、患者，家族，医療者および公
共の誰もが納得できる安全で安心な車社会の実現にも寄与し、患者の社会参画を促進する社会的意義も有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
自動車運転死傷行為処罰法により，精神疾患や服薬の影響下による運転事故は厳罰の対象とな

った。一律に精神疾患患者の自動車運転が規制される現状は，患者の生活の質を低下させ，社会
参画を遠ざけている。しかし，厳罰化を裏付ける証左は乏しく，個人の権利と公共の安全性を鑑
みた科学的検証が喫緊の課題となっており，とりわけ，双極性障害に関する証左は国内外ともに
殆どなかった。また，日本では，症状改善や再発予防に必須な向精神薬のほぼ全ての添付文書が
一律に服薬中の運転中止を求める状況にあり，恩恵があるはずの薬剤が患者の社会生活を制限
しているのが現状である。科学的根拠に基づいた規制や情報提供が望まれるが，双極性障害の治
療薬に関する証左は見当たらなかった。このため，回復期においては社会活動性が高いにもかか
わらず，双極性障害患者の生活は制限されている。双極性障害患者の運転可否の判断に明確な基
準がなく，証左も乏しいため，その判断は国内外を問わず容易ではない。そこで，これまでに研
究代表者が実施してきた，種々の向精神薬服用やうつ病が運転技能に与える影響を検討してき
た成果を踏まえ，双極性障害での検討を行った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，双極性障害患者の運転適性を判断するための有用な臨床指標を抽出すること
であり，次の検討を行った。①双極性障害患者の運転技能の実態を調査するために，外来通院中
の病状の安定した双極性障害患者を対象に運転技能を評価し，健常対照群と運転課題成績を比
較する。①の結果のもとに，②双極性障害患者の運転技能に影響する要因を検討する, 具体的に
は，双極性障害患者の運転技能に，認知機能，症状評価尺度，走行距離などの運転行動，背景情
報，服用する向精神薬といった要因がどの程度に影響するか調べる。②の結果をもとに，③双極
性障害患者における運転適性を判断するための指標を探索し，双極性障害の運転技能を評価せ
ずとも，その代替となる指標から，患者の運転技能を予測し，運転適性の判断を補助する指標を
抽出する。本研究は以上について検討を行った。 
 
３．研究の方法 
(1) 対象：運転免許を有し現在までに運転機会があった，薬物療法下にある症状が安定した外

来通院中の双極性障害（DSM-5 による双極Ⅰ型障害および双極Ⅱ型障害）患者 58名であり，
治療は実臨床に即し，薬剤選択やその他心理社会的治療による統制は行わなかった。対照
群としては，性別，年齢，運転歴がマッチした健常者（SCID で確認）80 名が参加した。 

(2) 運転技能：運転シミュレータ（豊田中央研究所製プログラム）を用いて，追従走行課題（先
行車との車間距離の維持），車線維持課題（車体の横方向の揺れ），飛び出し課題（緊急時に
必要なブレーキ操作）の，3 つの日常運転に必要な運転技能を評価した。 

(3) 認知機能：Continuous Performance Test（CPT：持続的注意），Wisconsin Card Sorting Test
（WCST：遂行機能），Trail Making Test（TMT：注意，作動記憶，処理速度）の標準的に評
価されている 3課題を評価した。 

(4) 症状評価尺度：Young 躁病評価尺度（YMRS），Hamilton うつ病評価尺度（HAMD），Beck 抑う
つ質問票（BDI-Ⅱ），自記式社会適応度評価尺度（SASS），Stanford 眠気尺度（SSS）を実施
し，症候学的な状態評価を行った。 

(5) 運転行動：運転歴，運転頻度（回/週），走行距離（km/年）の情報収集を行った。 
(6) 背景情報：年齢，性別，教育歴，処方薬等を聴取した。 
(7) 倫理：本研究は名古屋大学医学部生命倫理審査委員会の承認事項に則り，参加者全員から

書面及び口頭で同意を得て行われた。 
 
４．研究成果 
(1) 5 名の患者（4 名は処方情

報が得られず、1 名はシミ
ュレータ酔い）と 1 名の 
健常対照群（シミュレータ
酔い）を除外し，53名の双
極性障害患者（42.5±8.8
歳）と 79 名の健常対照群
（40.4±7.7歳）が解析対象
であった。患者群は HAMD 
4.2 ± 4.1 点，YMRS 1.1 ± 
1.4点と，気分症状はほとん
どの患者で寛解しているこ
とが確認された。処方薬は
併用処方が多く，気分安定 表 1 背景情報 



薬のみが15.1%，抗精神病薬
のみが7.5％，抗精神病薬併
用が 9.4%，睡眠薬併用が
17%で，残りの51％がその他
の多剤併用処方であった。
背景情報について，教育年
数，年間走行距離が患者群
で 有 意 に 低 か っ た
(p< .01)。さらに HAM-D，
SSS，BDI-Ⅱは患者群で有意
に高く(p< .01)，SASS は患
者群で有意に低かった
(p< .01)。認知機能につい
ては，CPT(p< .01)，WCST[カ
テゴリー達成度(p< .01),  
保続性の誤り(p< .05)]，TMT(p< .05)において患者群で有意に成績が低く，軽度の認知機
能の低下が認められた。参加者の背景情報を表 1 に，症状評価尺度と認知機能については
表 2にまとめた。 
 

(2) 運転技能については，年齢，
学歴，運転歴，年間走行距離
などの背景因子を共変量と
して設定し，3つの運転課題
すべてについて共分散分析
を行った。その結果，車線維
持課題と追従走行課題で有
意差が保持された（それぞ
れ F(1,114) = 6.197, 
p< .01, F(1,114) = 7.360, 
p< .01）（図 1）。予備解析で
は，診断名と共変量との間
に交互作用がないことが事
前に確認された。 
 
 
一方，追従走行課題の成績分布では，健常対照群の 95％信頼区間から逸脱した双極性障害
患者は 9名（約 18％）のみであり，車線維持課題の成績分布では，11 人（約 21％）が健常
対照群の 95％信頼区間から逸脱したのみであった。 
 

(3) 運転技能および神経認知機能，症状評価尺度の関連を検討するため両群で相関分析を行う
と，患者群では CPT と追従走行課題の間に有意な負の相関が示された(r= -.35, p< .05)。
また，患者群の気分エピソード数と罹病期間については，気分エピソード数と追従走行課
題（r = 0.35, p< .05），
罹病期間と追従走行課題
（r = 0.33, p< .05）に有
意な相関が認められた（表
3）。 
 
 

(4) 寛解期の双極性障害患者の運転技能は健常対照群に比し統計学的有意に低下していたが，
成績分布は両群で大部分重複しており，双極性障害患者において一概に自動車運転技能が
低下しているとは結論付けるべきではないと考えられた。また，双極性障害患者において
軽度の認知機能低下が残遺している場合があり，運転技能と注意機能の関連から，注意機
能が運転技能を予測する臨床的指標となる可能性が示唆された。 
 

(5) 双極性障害患者の処方薬は多岐にわたったため，処方薬と運転技能に関連性は見出せず，
今回の知見は，向精神薬よりも双極性障害患者の病状が運転能力に与える影響が大きい可
能性が示唆された。日本の向精神薬の添付文書では，一部の抗うつ薬を除き，向精神薬を服
用中の患者の自動車運転が禁止されているものがほとんどである。このような一律的な規
制は，病状が安定した双極性障害患者の社会参加を制限し，議論の余地があると考えられ
た。双極性障害患者の運転適性を判断する際には，精神科医が処方薬と患者の病状，特に注
意機能障害の程度を考慮し，全ての情報を総合的に勘案して判断することが必要であると
考えられる。 

表 2 症状評価尺度と認知機能 

55 5

55 6

55 7

55 8

55 9

56 0

患者群 健常者群
20

40

60

患者群 健常者群

0

20

40

60

80

10 0

患者群 健常者群

(m s)

追従走行 車線維持 ブ レ ーキ反応

p =  0 .0 1 4
η 2 =  0 .0 52

p =  0 .0 0 8
η2  =  0 .0 6 1 p=  0 .9 7 9

η2  =  0 .0 0 0  

(cm )

図 1 運転課題成績 

表 3 患者群における相関分析 
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